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自治体国際化フォーラム

今日の地方自治体では、地域経済の活性化や多文化共生、人材育成といったあらゆる課題において、国際的な視野に立った戦略立案・
事業運営が不可欠となっています。クレアでは、国際イベントへの参加、人材交流の仕組みづくり、海外事情のリサーチなど、地方自
治体の皆様のニーズに対し、世界中に広がるネットワークと親身な対応で、最適なご提案と支援をいたします。最近のクレアの活動内容
などは、P16～P19の「CLAIR トピックス」に掲載していますのでご覧ください！
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巻頭言
1 多文化共生社会の実現に向けて
秋田県知事　佐竹　敬久

ZOOM UP
2 デジタル技術を活用した世界の行政サービス
2 諸外国におけるデジタル技術の活用とそれを支える諸要素

静岡県立大学経営情報学部　講師　松岡　清志
7 オーストラリアにおけるデジタル技術を活用した行政サービス

（一財）自治体国際化協会シドニー事務所　所長補佐　太田　秀明（神奈川県小田原市派遣）
9 韓国国内における事例紹介

（一財）自治体国際化協会ソウル事務所　所長補佐　糸原　叶恵（島根県派遣）
11 フランスにおける行政サービスのデジタル化への取り組み

（一財）自治体国際化協会パリ事務所　所長補佐　阿部　耕也（新潟市派遣）
13 デジタル技術を活用したイギリスの行政サービス

（一財）自治体国際化協会ロンドン事務所　政策・調査主任　アンドリュー・スティーブンス
15 伊丹市における「スマート窓口」の導入

兵庫県伊丹市総合政策部デジタル戦略室　甲　峻英（デジタル庁出向中）

国際化の最前線から
17 コロナ禍を経ての中国富裕層に対するキャッチアップ

株式会社行楽ジャパン　代表取締役社長　袁　静

CLAIR トピックス
18 イベント情報・活動報告

現場レポート
22 JETAA の連携会議を開催しました

（一財）自治体国際化協会シンガポール事務所　所長補佐　大辻　麻梨乃（東京都派遣）

24 ニュージーランド地方自治体協会 2023 年次会合
（一財）自治体国際化協会シドニー事務所　所長補佐　松本　慎之介（千葉県市原市派遣）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長補佐　清水　えりか（東京都派遣）

26 ともに生きる地域をめざして
〜外国人のすまいと生活を支えて〜
特定非営利活動法人かながわ外国人すまいサポートセンター　理事長　裵　安

28 JET キャリアアップインターンシップ研修プログラムを行いました
（一財）自治体国際化協会 JET プログラム事業部調整課

30 岡山市とブルガリア・プロヴディフ市の半世紀にわたる交流
岡山市市民協働局市民協働部国際課　主任　金子　万利奈

JET 活躍の現場から
32 国際社会に開かれたまちを目指して

〜英国交流事業で活躍する CIR 〜
福島県本宮市教育委員会教育部国際交流課

JET からの手紙
34 味でつなぐ世界

〜食文化を通じた文化の架け橋〜
京都府教育庁指導部高校教育課　外国語指導助手　

Laura Lavelle（ローラ・ラベール）

驚クレア
4 4

な体験談 〜 World　見聞録〜

36 韓国の食文化
〜挨拶にも使われる食の大切さ〜

（一財）自治体国際化協会ソウル事務所　所長補佐　糸原　叶恵（島根県派遣）

37 踏み出したその一足が道になる
北九州市総務局女性の輝く社会推進室　女性活躍推進担当係長　永原　達朗
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表紙写真

想像を上回る行政サービスが世界では展開されている

●自治体国際化協会（CLAIR クレア）とは
　自治体の国際化推進を支援すること等を目的とする自治体の共同組織です。
　 東京に事務局・本部を構え、ニューヨーク、ロンドン、パリ、シンガポール、
ソウル、シドニー、北京に海外事務所を設置しています。JET プログラム
事業、自治体の海外活動の支援、諸外国の地域活性化に関する情報収集、
さらには日本の地方自治体制度の世界への発信などを実施し、自治体と世
界各国の懸け橋となっています。

●JET プログラムとは
　 

●詳細はクレアホームページで！　　https://www.clair.or.jp/

JETプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事業）とは、外国青年を
招致して地方自治体等で任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流推進
を図る事業です。ALT（外国語指導助手）、CIR（国際交流員）及び SEA
（スポーツ国際交流員）の3種類があり、2023年7月1日現在50か国から
5,831 人の青年が国内各自治体で活躍しています。


